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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
理 科を 専 門 と する 教 員 と して の 職 能 成長 や そ れ に伴 う キ ャ リア 形 成 に は， 多 様 な 道が あ る 。  

 教員 養 成 段 階の 学 生 や 経験 年 数 の 少な い 教 員 にと っ て ， 多様 な 道 を 知る こ と は 自身 の 今 後 につ い

て 考え る き っ かけ に な り 得る 。 ま た ，教 員 経 験 が豊 富 な 教 員に と っ て も自 分 の 歩 んだ 道 と の 比較 に

よ り， こ れ ま での 教 員 人 生を 振 り 返 るき っ か け とし て 有 用 な資 料 に な り得 る 。 さ らに ， 教 員 研修 で

使 用で き る 教 材に な り 得 る。 こ の よ うに ， 多 様 な道 が 示 さ れた も の は 資料 と し て の価 値 は 高 い。  

 本研 究 で は ，ラ イ フ ス トー リ ー を 研究 方 法 論 的枠 組 み と し， イ ン タ ビュ ー 調 査 を選 択 す る こと に

よ って ， 対 象 者で あ る 小 学校 理 科 教 員の 歩 ん で きた 道 を 描 き出 す こ と を目 的 に し た。 分 析 で は「 ど

の よう に 専 門 的力 量 を 形 成す る の か ，信 念 ・ ア イデ ン テ ィ ティ を 形 成 する の か 」 を明 ら か に する こ

と も目 的 の 一 つに し た 。  

目 的的 サ ン プ リン グ に よ って 対 象 者 を岩 﨑 仁 先 生（ 和 歌 山 市立 教 育 研 究所 ） に 決 定し た 。 理 由

は ，教 員 と し ての 経 験 年 数が 多 い こ と， 公 立 や 附属 学 校 ， 研究 所 な ど 多様 な 職 場 での 勤 務 経 験が あ

る こと か ら ， 教員 養 成 段 階の 学 生 や 経験 年 数 の 少な い 教 員 ，教 員 経 験 が豊 富 な 教 員に と っ て 有用 な

語 りが 得 ら れ ると 考 え た ため で あ る 。ま た ， 本 研究 代 表 者 の渡 辺 は 対 象者 が 行 う 授業 を 実 際 に参 観

し ，対 象 者 に 強く 興 味 を もっ た こ と も理 由 で あ る。  

 対象 者 の 経 歴は 次 の 通 りで あ る 。 神奈 川 県 内 の公 立 小 学 校→ 和 歌 山 県内 の 公 立 小学 校 → 和 歌山 大

学 教育 学 部 附 属小 学 校 → 和歌 山 県 内 の公 立 小 学 校→ 和 歌 山 市立 教 育 研 究所 。 現 在 は指 導 主 事 とし

て ，初 任 者 の 研修 な ど を 担当 し て い る。 ま た ， 現職 教 員 と して 大 学 院 に進 学 し ， 在学 中 で あ る。  

イ ンタ ビ ュ ー をオ ン ラ イ ン（ Zoom を 使 用 ） で ３ 回実 施 し た 。１ 回 目 は ，教 員 養 成 時代 か ら 現 在ま

で の経 歴 を 振 り返 っ た 。 ２回 目 は ， 子ど も を 見 取る と は 何 かに つ い て 質問 を し た 。３ 回 目 は ，理 科

授 業で 子 ど も を見 取 る と は何 か に つ いて 質 問 を した 。 研 究 代表 者 の 渡 辺の 専 門 が 教育 評 価 と いう こ

と もあ り ， ２ 回目 以 降 は 見取 り に つ いて 焦 点 が あて ら れ た 。イ ン タ ビ ュー は ， 逐 語記 録 を 作 成後 ，

ラ ベル 付 け と コー デ ィ ン グを 行 っ た 。以 下 か ら の結 果 の 【 】は 見 い だ され た コ ー ドで あ る 。  

イ ンタ ビ ュ ー の内 容 か ら ，子 ど も を 見取 る た め には 【 自 分 が主 語 】 か ら【 子 ど も が主 語 】 の 授業

へ 授業 観 の 転 換が 必 要 で ある こ と が 示唆 さ れ た 。子 ど も が 主語 の 授 業 では ， 子 ど もへ の 支 援 が必 要

で あり ， そ の ため に 見 取 りが 重 要 に なる 。 ま た ，【そ の 子 の こと を 知 り たい 】 と い う気 持 ち ， 見取 る

と は【 関 わ る こと 】 で あ ると い う 評 価観 の 転 換 も重 要 で あ るこ と が 示 唆さ れ た 。 Evaluation と

assessment の区 別 を 行 う こと の 重 要 性が 示 さ れ た。 さ ら に ，教 員 と し て必 要 な 資 質・ 能 力 と して ，

授 業中 に 【 迷 う】 こ と ， 子ど も を 分 かっ た 気 に なる 【 恐 怖 心】 が 必 要 であ る こ と が示 唆 さ れ た。 見

取 るか ら 迷 い が生 じ る ， 迷い が 生 じ るか ら 見 取 ると い う 循 環が 重 要 で ある こ と が 示さ れ た 。  

現 在行 わ れ て いる 評 価 活 動へ の 提 案 とし て ，【 個 々の 成 長 】【 変容 を 語 る こと の 楽 し さ】 子 ど も と

【 関わ る こ と 】子 ど も と 見取 っ た こ とを 【 す り 合わ せ 】 る こと な ど か ら， 目 標 に 準拠 し た 基 準か ら

の 判断 に 加 え て， 個 人 に 準拠 し た 基 準か ら の 解 釈の 必 要 性 が示 さ れ た 。こ れ は 学 習の た め の 評価 や

形 成的 評 価 に つな が る 概 念で あ る 。 さら に は ， 個人 内 評 価 の一 つ で あ る「 イ プ サ ティ ブ 評 価

（ ipsative assessment）」 につ な が る 概念 で あ る ，そ の 重 要 性が 示 さ れ た。  

以 上の こ と か ら， 本 研 究 では ， 対 象 者の ラ イ フ スト ー リ ー の語 り か ら ，「見 取 り 」 に焦 点 が あ てら

れ ，「子 ど も を 見取 る と は 何か 」 に つ いて の 示 唆 が得 ら れ た 。本 研 究 の 分析 結 果 は ，教 員 養 成 段階 の

学 生や 経 験 年 数の 少 な い 教員 ， 教 員 経験 が 豊 富 な教 員 に と って の 貴 重 な資 料 と な り得 る 。  

【研究成果発表方法】 
渡 辺理 文 ・ 岩 﨑仁 （ 2025）「子 ど も を 見る ・ 見 取 ると は ど う いう こ と か ？  小 学 校 理科 教 員 の ライ フ

ス トー リ ー か ら探 る 」『 日 本理 科 教 育 学会 全 国 大 会発 表 論 文 集』 第 24 号 ， 53.（ 日 本 理科 教 育 学 会

オ ンラ イ ン 全 国大 会 2025 発 表 賞 を受 賞 ）  

渡 辺理 文 ・ 岩 﨑仁 （ 執 筆 中 ）「 子 ど も を見 取 る と はど う い う こと か ？  小学 校 理 科 教員 の ラ イ フス ト

ー リー 研 究 を 通し て 」『 理 科教 育 学 研 究 』（ 日 本 理 科教 育 学 会 の論 文 誌 へ の投 稿 を 予 定し て い る ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


